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近年， 病虫害防除 に お い て も ， 環境への負荷 を極力抑

え た 環境保全型の防除技術が指向 さ れて い る が， 畑作物

の線虫害対策 と し て は， 輪作に よ る 耕種的|釣|徐が古 く か

ら 基本 と な っ て い た 。 対抗植物が輪作作物 と し て 導 入 さ
れ て ， 線虫防除 に 大 き な 成 果 が得 ら れ て い る 地域 も 多
い。 対抗植物や抵抗性作物 を 作付体系の 中 に 有効に組み
込むた め に は， 防除 し よ う と す る 線虫 が正 し く 同定 さ れ

て い な け れ ばな ら な い。 そ れ は 対抗 ・ 抵抗性作物 は す べ

て の線虫 に 対 し て 同等の効果 を 有す る の で は な く ， 一般

的に は ご く 限 ら れた 種だ け に し か効果 を 示 さ な い か ら で

あ る 。 そ こ で， 線虫防除 を手掛け て い る が， 線虫の形態
や同定に は ま だ習熟 し て い な い研究者や技術者 を対象に
し て ， 我が国の農業線虫 の 中 で最 も 重要 と さ れ る ， ネ グ
サ レ セ ン チ ュ ウ ， ネ コ プセ ン チ ュ ウ ， シ ス ト セ ン チ ュ ウ

の 3 クツレ ー プ に つ い て ， そ の主要種の形態的特徴 に よ っ

て 同定が行え る よ う 解説 し て み た い。

最 近 新 し く 開 発 さ れ た 出 芽 細 菌 ( Paste1l n"{/

þeneti匂附) に よ る ネ コ プセ ン チ ュ ウ の 同 定 法 (奈良部，
1995 ; 大類， 1999) は簡便で は あ る が， こ れ で は サ ツ マ
イ モ ネ コ プセ ン チ ュ ウ と ジ ャ ワ ネ コ プセ ン チ ュ ウ カた ま

た 従来の判別寄主 に よ る 同定法で は ジ ャ ワ ネ コ ブセ ン チ

ュ ウ と ア レ ナ リ ア ネ コ プ セ ン チ ュ ウ と の 識別が で き な

い。 簡易同定 と い え ど も 何 ら か の 形態的手法 を必ず併用

す る こ と が重要で あ る 。 本稿で は， 光学顕微鋭で比較的

た や す く 観察で き ， 種 を 同定 す る 上で重要 な形J貨 の み に

つ い て取 り 上 げ， 煩雑な計測値 に つ い て は触れな い つ も

り でbあ る 。

I ネ グサ レ セ ン チ ュ ウ

ネ グ サ レ セ ン チ ュ ウ (Praly{el1chllS) は， そ の 名 が示

す と お り 寄生部位周辺の根部組織 を 褐変 ・ 腐敗 さ せ ， 二

次根な ど で は 腐敗脱落 さ せ る 。 キ タ ネ グサ レ セ ン チ ュ ウ

に よ る ダイ コ ン の 白 色浮腫 ( の ち に 黒色斑) や ゴ ボ ウ の
褐変症状 は よ く 知 ら れ て い る 。

日 本産 の ほ ぼ全種の形態， 分布 な どの特徴 に つ い て ，
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水久保 ( 1 992) に よ り と り ま と め ら れ て い る 。 20 種余

り 知 ら れ る 本属 の う ち ， 被害が 出 て 経済 的 に 問題 と な る
重要極は 4 種程度で あ る 。

1 形態の特徴
雌成虫 は体長 0 " 3�0 " 8 111111 の線形。 顕 著 な性 的二形

は な い。 頭端 (唇部) は ほ ぼ平 ら で 低 い。 口 針 は 20 μm
未満であ る が口 針節球 を 含 め 頑強で あ る 。 陰門 は体長の
ほ ぽ 70�80% (V 値) に位置 し ， 生殖巣 は 前 方 に 伸 び，
陰門か ら 後半部 は 後部子宮校 と し て 退化す る 。 雌 の 尾端
は ほ ぼ丸い。 縦 は 雌 に似 る がやや小型で尾翼 を 有 し ， 尾
端は体側か ら は 尖 っ て 観察 さ れ る 。

2 同 定 の ポイン ト
① 唇部 (頭部) 体球数 : 最 も 重要な形質であ り ， 体

球数が不明な;場合 は， 他 を 詳細 に 観察 し で も 形態 に よ る
同 定 は で き な い。 検鋭は唇部の体環 と 体環 の 聞 の く びれ

(条前) を 数 え る 。 条 織 が l 本 な ら 体 環 は 2 本， 2 条満
な ら 体環 は 3 本であ る ( 図 ー1 ) 。

② 尾の形状 (雌) : 丸い か尖 り 気味か を判別す る 。 ま

た ， 先端部の体環の有無が重要で あ る 。
③ 受精義の形状 (雌) : 円形 あ る い は だ 円 形 (卵形)

かの形状 を 観察 す る 。

④ 雄成虫の存否 : 雄の形態 は 種 の 同定 に は あ ま り 参
考 に さ れ な い が， n;jf が検出 さ れ な い 種が か な り あ る の

で， そ の 存 否 の 確認が重要 で あ る 。 雄 が 存 在 し な い 場
合， 受精m に は精子が認め ら れ な い。

以上， 4 項 目 を確認 ・ 識 別 で き れ ば， か な り の確度で

重要程の同定が可能 と な る 。 ま た ， 地理的分布 や 主 な 寄

図 ー 1 キ タ ネ グサ レ セ ン チ ュ ウ の頭部 (走査氾鍬像)
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表 ー 1 円 本I主 ネ グ サ レ セ ン チ ュ ウ (PI官Iylenclllls 属) 主要都の特徴

在ß 名
唇 (頭) *I� ilÍí 

体JJ;l数
受材ßí是 尾形(尾端体Y';l) 主 な 分布 ・ 寄主等の特徴

。 ミ ナ ミ ネ グサ レ (P. coffeae) 2 + だ円�F'-J形 丸い ( な し ) TJ森以南 に 分布. イ モ 類でill�

。チ ャ ネ グサ レ (P. loosil 2 + だ円形 や や 尖 る ( な し ) ヨ ・ に木本寄生 ( チ ャ ， ミ カ ン な ど)

パ イ ナ ッ プJレ ネ グサ レ (P. brac!Jyums) 2 丸い ( な し ) 鶴子島以南に分布

。 キ タ ネ グサ レ (f司 戸eJlelraJls) 3 + 円形 丸い ( な し ) 北海道~九州 に 分布， 最重姿在E

モ ロ コ シ ネ グ サ レ (P. zeae) 3 や や 尖 る ( な し ) イ ネ 科 ・ 革本寄生， 陰門前 ( V%70)

ノ コ ギ リ ネ グ サ レ (1". CI四101115) 3 丸い ( あ り ) 尾端の{本部顕著， 北~来 日 本 に分布

。 ク ノレ ミ ネ グサ レ (P. UUll1US) 3�4 + だPJJ� やや三角 ( な し ) イ チ ゴで特にill�， 果樹類 に 多 い

。 重要邸， :!it : + あ り ， ー な し . 種名の セ ン チ ュ ウ は 省略.

主 に も 特徴 が あ り ， 同 定 の 大 き な参考 と な る 。 表一1 に

主要種に つ い て 重要 な特徴 を 示 し た が， 経済的 に 問題 と
な る キ タ ネ グサ レ ， ミ ナ ミ ネ グサ レ ， ク /レ ミ ネ グサ レ ，
チ ャ ネ グサ レ な ど は， 表 に 示 し た 特徴 を 満た し て いれ ば
ほ ぽ同定が可能であ る 。

H ネ コ ブセ ン チ ュ ウ

ネ コ プセ ン チ ュ ウ ( MeLoidogyne) の 寄生 に よ り ， 根

菜類で は恨 こ ぶ， 岐棋や ひ び割れ症状 な ど に よ り 著 し く

品 質 を 損な う 。 ま た ， 果菜類な ど で も こ ぶ形成 に よ る 根

の機能低下か ら ， 茎葉の 萎 ち ょ う や葉の枯れ上が り な ど
の症状 を 現 し ， 減収す る 。

1 形態の特徴
著 し い性的二形 を示す。 雌成虫 は根内で定着 し， 洋ナ

シ 状 に 太 り ， 尾 を 欠 く 。 口 針 は 25 μm 未 満 で紛l い が，
口 針節球が よ く 発達 し て い る 。 体内 は 2 本の生殖巣で満

た さ れ， 白 色で光は透過 し な い。 産卵 は体外に産生 し た

ゼ ラ チ ン 状物質 (卵嚢) 中 に 行 う 。

雄 成 虫 は 大 型 の 線形 で体長 1� 1 .  5 111111 程度， 2 111111 

に 達 す る こ と も あ り ， 変 異 が 大 き し ミ 。 口 針 は 頑 強 で
18�25 μm 程度， にlì十節球 も 大 き く し っ か り し て い る 。
尾 は 短 く ， 尾端が円 い。 熱殺 に よ り 弓 状 に な り よ じ れ
る 。

二期幼虫 は体長 o . 3�0 . 5 111m 程度 の線形。 口 針 は 20

μm 以下で細 〈 目 立 た な い。 三 ・ 四期 の 幼虫 は 根 内 で定
着 し， ソ ー セ ー ジ形か ら 長 ナ ス 形 に 太 る 。

2 同 定 の ポイン ト
雌成虫の会陰部周辺に種特異的な模様が あ る 。 会陰紋

(perineal pattern) と 呼 ばれ， 最 も 簡便 な 同定法 と し て
使用 さ れ て い る 。 雄成虫 は大 き い た め標本作製や観察が
容易であ り ， 頭部形態が同定の大 き な参考に な る 。 二期
幼虫に は 多 く の重要 な分類形質があ る が， 微小であ る た
め標本作製， 形態観察 に熟練 を 要 す る の で， 簡易同定に
は 適 さ な い。

図 - 2 キ タ ネ コ プ セ ン チ ュ ウ 雌成虫の 後部形態 (走査屯

ばif:f!)
(A : J江門， AR ア ー チ m音ß弓 状域) ， 0 : 背部，

L : 体 側 部， S : 条 消， 1' 尾 端， V 陰 門， VN : 

J1lHJ!lD 

図 3 ネ コ プセ ン チ ュ ウ 主 要 4 種の会陰紋

I サ ツ マ イ モ ネ コ プ， 2 ジ ャ ワ ネ コ プ， 3 キ タ ネ

コ プ， 4 : ア レ ナ リ ア ネ コ プ

① 会陰紋 : ア ー チ (背部弓 状域) の 高 さ ， 側帯では
側線の有無， 全体的な 条線の形状， 尾端の 形態 (渦や点
刻の存否) な ど に種の特徴が現 れ る (図ー2， 3) 。

② 雌の頭部形態 : ヘ ッ ド キ ャ ッ プ (頭の最先端部分
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表 - 2 [1 本産ネ コ プ セ ン チ ュ ウ ( Ale!oidogつ'J/e J，.fÍ) と r，j<主 の特徴

主E 名

。 ザ ツ マ イ モ ネ コ プ ( M. iJ/cogJ/ ila) 

。 ア レ ナ リ ア ネ コ プ ( M. areJ/oria) 

。 ジ ャ ワ ネ コ プ ( M. javaJ/ica) 

等 主

jよ し 、 ( レ ー ス あ り . ラ

ッ カ セ イ に 符生せず)

広 い ( レ ー ス あ り )

Jl、 い ( ト ウ ガ ラ シ ， ラ

ッ カ セ イ に寄生せず)

。 キ タ ネ コ プ Ul!. !w戸!a) 広 い ( レ ー ス あ り . ス

イ カ ， イ ネ 科 に 寄生せ

ず)

O リ ン ゴ ネ コ プ ( AI. 1II0!il リ ン ゴ な ど木本

ス ギ ナ ミ ネ コ プ ( !1f. slIgi'l{/lI1ieJ/sis) ク ワ (特定地域) ， 接種

で は 草本 多 数

ツ バ キ ネ コ プ ( J1i! 印lIIe!liae) ツ ノ T キ ・ サ ザ ン カ 類な ど

木本

カ キ ツ ノ f タ ネ コ プ ( M icl';J/o!ieil カ キ ツ ノ ぐ タ

シ パ ネ コ プ ( M. graminis， J1I. mllrY!IIJ/dil シ パ類

。 最重要 4 在n， 0 : 重要磁. 在lì名 の セ ン チ ュ ウ は 省自作.

で唇盤か ら 中間唇 を 含 ん だ いわ ゆ る 口唇 ) の形状 と ， 口
針特 に 口 針 節球の形状が重要でb あ る 。

会|陰紋の み に よ る 同定 で は誤 り を 生 じ る 恐れがあ る の

で， 雄の頭部形態 を併用 す る こ と に よ っ て 確実 な 同定が
で き る 。

3 主要 4 種の 同 定
日 本産 の ネ コ プ セ ン チ ュ ウ に は 1 0 種程度 が知 ら れ

(表-2) ， ほ ぽ全種 に つ い て荒城 ( 1992) に よ り と り ま と
め ら れ て お り ， 以 下 に 示 す 経 済 的 に 重 要 な 4 種
目!日以HJ\C1< 巴t al. ，  1 98 1 ) 以 外 に つ い て は， 会陰紋の形態

の ほ か に ， 生態や寄生性 な どが特異的で あ る の で そ れ を

参照 さ れた い。
① サ ツ マ イ モ ネ コ プセ ン チ ュ ウ

会陰紋 : 弓状域が高 く ， い く ぶん 角 張 っ て い る 。 条線
(溝) は波打っ た り ジ グザ グ状 を 示 す こ と が多 く ， 間 隔 は

あ ま り 広 く な い。 側線 を 欠 く が， 体側部分で背 ・ 腹側 そ
れ ぞ れ か ら の 条線が連結 し な い 部分が線状 に 現 れ る た

め， 側線の痕跡の よ う に観察 さ れ る 場合があ る 。
雄頭部 : ヘ ッ ド キ ャ ッ プ は 高 く ， 台形 を 示 し ， 背腹側

の ア ウ ト ラ イ ン に段が認め ら れ る こ と があ る 。 I貞端の中

央 は 丸 く え ぐ ら れ た よ う に観察 さ れ る 。 通常は頭部体J'�

を有す る 。 口 金| 節球 は著大で， 長 さ ( 日 さ ) よ り l隔 の ほ
う が大 き し 前縁は横長 に 円 い。

② キ タ ネ コ プセ ン チ ュ ウ

会陰紋 : 弓状域 は 低 い。 卵 形 か ら 円 い 六 角 形 を 呈 す
る 。 条線の間隔 は あ ま り 広 く な い。 条線が体側部近 く で

横に流れる ( 翼 を 有 す る ) 個体があ る 。 尾端 に 小 さ な斑
点 (点、刻) が認め ら れ る こ と が多 い 。

雄頭部 : ヘ ッ ド キ ャ ッ プ は高 く ， 幅広 で は な い。 頭部

図 - 4 ネ コ プセ ン チ ュ ウ雄成虫の頭部

l サ ツ マ イ モ ネ コ プ， 2 : キ タ ネ コ プ， 3 : ジ ャ ワ ネ

コ プ ( ス ウ ー ノレ 10 Ijl11) 

に体環 は な く ， 頭部の隔は第 l 体環 よ り も 広 い。 口 針節

球 は比較的小 さ く て 円 い。
③ ジ ャ ワ ネ コ プセ ン チ ュ ウ

会|陰紋 : 明瞭な側線に よ っ て 背部 と 腹部 の 条線が分か
れ る 。 弓状域 は高 く な く ， 低 い 台 形。 尾端に し ば し ば渦
巻 き 状の模様が認 め ら れ る 。

雄頭部 : ヘ ッ ド キ ャ ッ プは 高 く ， 幅広で， 円 い。 頭部

体環の存否 は個体に よ る 。 口 針 は 極 め て 頑強で， 口 針節

球 も 幅広で大 き い。
④ ア レ ナ リ ア ネ コ プセ ン チ ュ ウ

会陰紋 : 弓 状域 は あ ま り 高 く な く ， 通常， 背部条線 は
両体側で尾端 に 向 か っ た へ こ み (肩) を 有 す る 。 お お むね
タツレ マ 形 を呈 す る 。 倶11線状の構造 に つ い て は サ ツ マ イ モ
ネ コ プ と 同様であ る 。

h:百頭部 : ヘ ッ ド キ ャ ッ プ は 低 く 後部に傾斜 し て い る 。

頭部体環 あ り 。 口 針 は頑強で 口 針節球 は 円 く ， 口 針基部
か ら 節球 に か け て徐々 に 広 が る 。

従来， ジ ャ ワ ネ コ プセ ン チ ュ ウ と し て 扱わ れ て き た 九

州以北 の ほ と ん ど の 個体計二は ， ア イ ソ ザ イ ム パ タ ー ン に
よ り ア レ ナ リ ア ネ コ プセ ン チ ュ ウ と さ れ て い る (奈 良

部 ， 1 995) 。 会陰紋の側線が顕著であ る た め 会 陰紋 だ け
で は両種の識別がで き な い が， 雄の頭部形態 を 併用 す る
こ と に よ り 同定が可能 で あ る (図-4 ) 。

皿 シ ス ト セ ン チ ュ ウ

ダイ ズ萎裁病 ( 月 夜病) は， ダ イ ズ シ ス ト セ ン チ ュ ウ

を病原体 と す る 線虫病であ る こ と は よ く 知 ら れて い る 。
シ ス ト セ ン チ ュ ウ は ダイ ズ や陸稲， ジ ャ ガ イ モ な ど畑作
物で問題 と さ れて き た が， 最近で は カ ー ネ ー シ ョ ン や ナ
ス ・ ト マ ト な ど， 施設 に お い て も 被害が発生 し て い る 。

1 形態の特徴
著 し い性的二形 を示す。 日 本産 の シ ス ト セ ン チ ュ ウ に

は， シ ス ト ・ 雌 成 虫 が球 形 を し た Clobodera 属， レ モ
ン 型 を し た Heterodem 属， 中 間 型 の Cactodera 属 の 3
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日 本産 シ ス ト セ ン チ ュ ウ の特徴表 - 3

下橋

窓

窓

窓

円

円

円

イ ネ

ム ギ類 (最近の記録な し )

ク ロ ーパ， カ ー ネ ー シ ョ ン (雄の検出 な し )

ダ イ ズ， ア ズ キ ， イ ン ゲ ン

ム ギ類 ( シ ス ト の検出 の み )

ホ ッ プ ( ほ と ん ど記録な し )

+ 

十

十

+
+一

Globodera 属 (球形 陰門錐な し )

。 ジ ャ ガ イ モ シ ス ト ( G. roslochiensis l 

。 タ バ コ シ ス ト (仮称l ( G. labacuml  
ヨ モ ギ シ ス ト ( G. hypolisil 

Helerode問 属 ( レ モ ン形 陰門錐あ り )

。 イ ネ シ ス ト (H. elachislal 

ム ギ シ ス ト ( H. avenael 
O ク ロ ー パ シ ス ト (H. trifoliil 

。 ダイ ズ シ ス ト (H. glycinesl 

H. latiゆ0削

ホ ッ プ シ ス ト (H. humulil 

Caclodera 属 (球形~ レ モ ン形

サ ボ テ ン シ ス ト ( c. cactil 

主

ジ ャ ガ イ モ ， ナ ス な ど ( タ バ コ に 寄生せず)

ナ ス ， タ バ コ な ど ( ジ ャ ガ イ モ に 寄生せ ず)
ヨ モ ギ

寄珠胞窓 タ イ プ名種

十

+ +  

+ +  

+ 十

窓

窓

窓

窓

窓

窓

両
二
両
両
二
二

サ ボ テ ン (最近の記録な し )円窓
陰門錐あ り )

。 : 重要種. 種名 の セ ン チ ュ ウ は省略. + : あ り ， 十 + : 顕著 ま た は 多数， 一 : な し ， i: 貧弱 ま た は個体 に よ り な し .

図 - 5 シ ス ト の 窓 タ イ プ と 内部構造 (模式図)
1 : 円 窓 型， 2 : 1可 窓 型， 3 : 二 窓 型 (A : 紅 門， B :  

珠胞， F : 窓， S : 半窓， U : 下橋， V : 陰門隙)

二人\4曲、"'"'" - 、、

1
護診す

禽勾

を挟む よ う に し て 二つ の 窓 が認 め ら れ る 。 こ の場合， 一

つ の 窓 を半窓 と い い， 2 個 の 半 窓 の 位置関係か ら 窓 の タ

イ プが分類 さ れ る 。 離れて位置 し た 円 い半窓の タ イ プ を

二窓型， 近 く で向 か い合 っ た 半 円 の タ イ プ を 両窓型 と 呼

ぶ (図 5) 。 こ の 窓 の タ イ プ と 陰門錐の 内部構造が重要

であ り ， 内部構造 で あ る 珠胞や下橋の存否や密度， 大 き

さ な ど に種の特徴が現れ る 。 こ れ ら シ ス ト の形態だ け で

同定困難 な場合 は， 二期幼虫 の 口 針節球 の形態 を 併用 す

る 。

表 3 に 示 し た 寄主 と シ ス ト の 形 態 に よ っ て 国産種 の

同定 は可能 で あ る が， 近似種であ る ジ ャ ガ イ モ シ ス ト と

タ バ コ シ ス ト で は， 二 期 幼 虫 の 口 針 節 球 の 形 態 と

Granek's ratio ( そ れ ぞ れ約 4 と 2) に よ り ， ま た ダ イ

ズ シ ス ト と ク ロ ー パ シ ス ト で も ， 二期幼虫 の節球 に大 き

な違い が あ る の で識別で き る ( 図-6) 。

以上， 日 本 に お い て 最 も 重要 と さ れ る ネ グサ レ セ ン チ

ュ ウ ， ネ コ ブセ ン チ ュ ウ お よ び シ ス ト シ ス ト セ ン チ ュ ウ

の 3 グル ー プ に つ い て ， 同定上重要 な形態 と 簡易 同 定 の
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属 が知 ら れ る 。 雄や 二期幼虫 で は 3 属 の 形態 は 類似 す

る 。

雄成虫 は ネ コ プセ ン チ ュ ウ と 同様 に線形で 1 mm 以上

あ る が， 体長 の 変異が大 き い 。 口 針 は 30 μm 前後が 多

く ， 口 針節球 も し っ か り し て い る 。 尾 は短 く ， 尾端 は 円

い。 熱殺 に よ り 弓状 に な り よ じ れ る 。

二期幼虫 は体長 0 . 4�0 . 6 mm 程 度 の 線形。 口 針 は 頑

強 で 20�25 μm 程度， 口 針節球 も 大 き い。 尾 は 細長 く

尖 っ て い る 。 三 ・ 四期 の幼虫 は根内で定着 し ， ソ ー セ ー

ジ形か ら 徐々 に雌成虫の形態 に近づ く 。

2 同 定 の ポ イ ン ト

日 本産 シ ス ト セ ン チ ュ ウ の 3 属 10 種 を 表-3 に 示 し た

が， こ の ほ か に 未記載種 が 2， 3 種 あ る 。 シ ス ト セ ン チ

ュ ウ グルー プ は寄主範囲が限 ら れて い る の で， 同定 に は

寄主 を特定す る こ と が重要で あ る 。

① シ ス ト の形態 : 体後部 (末端域) に種を識別 し う

る 重要 な形質があ り ， ネ コ プセ ン チ ュ ウ の会陰紋の よ う

に簡便 な 同定 に 用 い ら れ る 。

② 頭部形態 : シ ス ト の形態が類似す る 種聞の識別 に

は， ネ コ プセ ン チ ュ ウ ほ ど微小で は な く ， 蔵卵 シ ス ト か

ら 容易 に 得 ら れ る 二期幼虫 の頭部形態が利用 で き る 。

③ 雄成虫 : 検出 さ れな い種があ り 存否 は 同定の参考

に な る 。

Globodera と Cactodera の シ ス ト 末端域 に は， 陰門 を

中心 に ク チ ク ラ 層 が 円 状 に 薄 く な る か， 穴 (窓 : fenes

tra) が開 い て い る 。 こ の よ う な 窓 の タ イ プ を 円 窓型 と

い う 。 円窓の下の 内部構造 に は種特異的な形態がな い の

で， 旺 門 か ら 窓 の 端 ま で の 距 離 と 窓 長 の 比 (Granek's

ratio) が 同 定 に 役立 つ 。 一 方， Heterodera の場合， 突

き 出 し た 末端部 (陰門錐) の頂部 に 陰門隙があ り ， そ れ
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図 - 6 シ ス ト セ ン チ ュ ウ 二期幼虫の頭部形態

l ジ ャ ガ イ モ シ ス ト ， 2 : タ ノ f コ シ ス 卜 ， 3 : グ. イ ズ

シ ス ト ， 4 ク ロ ー ノ f シ ス ト ( ス ケ ー ノレ : 10 /1111) 

実際 に つ い て説明 し て き た が， ネ グサ レ セ ン チ ュ ウ に つ
い て は重要 な形質が極 め て 微細 で あ る た め ， 標本作製や
形態観 察 に 習熟 す る ま で に は 時 間 を 要 す る か も し れ な
い。 誌面の都合で省略 し た 標本作製法や割愛 し た 顕微鏡
写真は， 百回 ( 1 999) を 参照 さ れ た い。 ま た ， 属 レ ベ ル

ま での写真や 図 を 多 用 し た検索法や形態 を 含 め て植物寄
生性線 虫 全 般 がわ か り や す く 解説 さ れ た 教科 書 (MAI
and MULLIIら 1 996 ; 西津， 1994) が あ る の で， そ の活用

も 勧め た い。 な お， 今後， 大類 ( 1999) や植原 ( 1 999)
が紹介 し て い る よ う に ， 形態 に よ ら な い新 し い 同 定 ・ 識

別手法が次々 と 開発 さ れ る で あ ろ う 。 北海道農試で も 同

定 の た め の分子生物学的な手法 を 積極的 に 開発 し て い る
が， 実際 に は ど こ の機関 に お い て も 常 に形態的手 法 を 併
用 す る よ う 努め て い る は ず であ り ， こ の こ と が両手法 を

発展 さ せ る こ と と な り ， 同定結果の信頼性 を 高 め こ と に

な る と 確信 し て い る 。
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E軍司富園冒頭躍商標彊

土 と 農薬一環境中 に お け る 農薬の ゆ く え-
鍬塚昭 三 山 本広基 著

A 5 判， 200 頁 定価 3 ， 675 円 (本体 3 ， 500 円 + 税) 送料 310 円
土 は ， 多 く の も の に 対 し て 分解能力 を 持 ち ， 環境浄化 に 大 き く 寄与 し て い る . 本書 は ， こ の 土 と 農薬

と の 関係 に つ い て 取 り ま と め た 舎 で ， 土 そ の も の の ， 性質 ・ 分類 ・ 土壌 中 の 生物の解説か ら ， 土壌 中 に

お け る 良薬 の 挙動 で は ， 散布 さ れ た 出薬 の 行ブJ ， 出薬の 分解， 吸着 と 移動 ・ 土壌生物イ\のii凶器1 に つ い て

解説， ま た J��各論で は ， 代表的 な 32 極力1 の 112楽 に つ い て 具体例 を 解説 し て い る . 付 表 と し て ， 各種目J4

�の土壌 中 に お け る 半減期， 土嬢 吸着試験用 のこ仁壊資料 の こ|二信t の 表 を 収載 す る . こ の 分野 を 理解 す る た

め の 格好の手引 告 で あ る .

ご購入 は， 直接本会 「出版情報 グルー プ」 に 申 し込むか， お近 く の�I苫でお取 り 寄せ 下 さ い.

(社) 日 本植物防疫協会 干 1 70-8484 東京都生鳥区駒込 ト43- 1 1 Tel (03) 3944ω1561  Fax (03) 3944-2 103 
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